

























1．慢 性 疼 痛
　慢性疼痛の有病率は，米国では 30.7％（2008 ～











































































































は 13.9 であり，治療効果が比較的低く NNT と
NNHが近接している．三環系抗うつ薬であるアミ
トリプチリンのNNTは 3.6，NNHは 13.4 と有効性
が高く安全域が広い．SNRI のデュロキセチンの










































































back surgery syndrome：腰椎手術後の疼痛症候群）， 
複合性局所疼痛症候群（complex regional pain 
表 1　非がん性疼痛に使用可能な新しい薬剤
日付 商品名 一般名 理由 作用
2007 年 6 月 セレコックス錠 セレコキシブ 薬価収載 COX-2 阻害薬
2010 年 1 月 デュロテップMTパッチ フェンタニル貼付剤（3日用）効能追加（非がん性慢性疼痛） オピオイド鎮痛薬
2010 年 6 月 リリカカプセル プレガバリン 薬価収載 Caチャネルα2δリガンド
2011 年 1 月 カロナール錠 アセトアミノフェン 用量拡大（1.5 g → 4 g） （解熱から鎮痛へ）
2011 年 7 月 トラムセット配合錠 トラマドール＋アセトアミノフェン 薬価収載
弱オピオイド＋
アセトアミノフェン
2011 年 8 月 ノルスパンテープ ブプレノルフィン経皮吸収剤 薬価収載 拮抗性鎮痛薬（オピオイド）
2012 年 2 月 サインバルタカプセル デュロキセチン 効能追加（糖尿病性神経障害） SNRI（抗うつ薬）
2013 年 6 月 トラマールカプセル トラマドール 効能追加（非がん性慢性疼痛） 弱オピオイド
2013 年11月 アセリオ静注液 1000 mg アセトアミノフェン静注剤 投与経路追加（静注） （経口＆坐剤不可）
2013 年12月 ワンデュロパッチ フェンタニル貼付剤（1日用）効能追加（非がん性慢性疼痛） オピオイド鎮痛薬
2014 年 6 月 フェントステープ フェンタニル貼付剤（1日用）効能追加（非がん性慢性疼痛） オピオイド鎮痛薬
2014 年11月 トラマールOD錠 トラマドール口腔内崩壊錠 薬価収載 弱オピオイド
2014 年11月 カロナール錠 500 アセトアミノフェン 薬価収載（劇薬指定）
2015 年 5 月 サインバルタカプセル デュロキセチン 効能追加（線維筋痛症） SNRI
2015 年 5 月 ワントラム錠 トラマドール徐放性製剤 薬価収載 弱オピオイド
2015 年 7 月 トリプタノール錠 アミトリプチリン 効能追加（末梢性神経障害性疼痛） 三環系抗うつ薬
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